
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※予定は新型コロナウイルスの影響により変更される場合があります。 

※毎週土曜日、小学校冬休みは、朝から放課後児童クラブ開設のため、ご利用いただけるのはベビールームのみ

になります。 

※小学生対象の映画会、工作、折り紙教室、お話の会には、 

どなたでも参加できます。申し込みは不要です。 

※小学生対象の織り機もどなたでも参加できます。申し込みをお願いします。 

にち げつ か すい もく きん ど 

1 

 

元旦 

2 

 

児童館休館日 

3 

 

4 

 

たこあげ  

10:00～ 

5 

小学校冬休み 

コマ回し 13：30～ 

羽子板  13：30～ 

織り機  14：00～ 

6 

SDGs 13：30～ 

小学生映画 10:00～ 

けん玉 10：00～ 

7 

 

8 

おやすみ 

9 

おやすみ 

成人の日 

10 

赤ちゃんサロン 

ちびっこひろば 

 

11 

なかよしひろば 

（自由あそび） 

 

12 

すこやかクラブ㉕ 

 

13 

おひさまひろば 

小学生折り紙教室 

14 

15 

おやすみ 

16 

なかよしひろば 

（自由あそび） 

17 

赤ちゃんサロン 

ちびっこひろば 

小学生お話の会 

15:30～16:00 

18 

なかよしひろば 

（自由あそび） 

19 

すこやかクラブ㉖ 

20 

おひさまひろば 

 

21 

22 

おやすみ 

23 

なかよしひろば 

（自由あそび） 

24 

赤ちゃんサロン 

ちびっこひろば 

小学生映画会 

25 

なかよしひろば 

（自由あそび） 

学童誕生会 

26 

すこやかクラブ㉗ 

 

27 

おひさまひろば 

 

28 

29 

おやすみ 

30 

なかよしひろば 

（自由あそび） 

31 

赤ちゃんサロン 

ちびっこひろば 

  

 

  

いらっしゃい、原田児童館へ 

『新年明けましておめでとうございます』 

今年は卯年です。飛躍や向上の年になってほしいです。 

さて私は新年を迎えた元旦は、“一年の計は元旦にあり”ということを大事に考えてきました。家族が集まって

「今年はどんな年にしたいのか」「どんな年であってほしいのか」など自分の思い、願いを話します。ごく当た

り前の日々の生活に感謝し、笑顔溢れる時が多くある一年でありますように。                                          

原田児童館館長 松村 恭子 

発行 神戸市立原田児童館 

〒657₋0825 神戸市灘区王子町 2-3-1 

TEL・FAX 078-801-5205 

E-mail harada-jidokan@tanenokai.jp 

当開館時間 9:30~12:00/13:00~17:00 

（日曜・祝日・警報発令時・年末年始は休館） 

令和 5年 1月１日 

mailto:harada-jidokan@tanenokai.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラブ名 申込 曜日・時間 対象 内容 

なかよしひろば 

 

不要 

(無料) 

毎週水曜日 

9:30~12:00 

０歳～小学校就学前

乳幼児とその保護者 

プログラムなし。 

自由遊びを中心に、自由参加の

広場です。 

赤ちゃんサロン 

 

不要 

(無料) 

毎週火曜日 

10:30~11:00 

０歳児      

とその保護者 

わらべうた、ふれあいあそびを

中心にプチプログラムで活動し

ます。 

ちびっこひろば 

 

不要 

(無料) 

毎週火曜日 

11:00~11:30 

1 歳児 

とその保護者 

 

親子あそび、保護者交流、親と

子の触れ合いプチプログラムの

活動をします。 

おひさまひろば 

 

不要 

(無料) 

毎週金曜日 

10:30~11:00 

 

乳幼児 

とその保護者 

 

保護者交流、ふれあいあそびな

ど、プチプログラムがあります。 

ちょこっと 

子育て相談 

予約制 

希望の方は

お電話で 

相談者と要相談 

（基本午前中） 

子育てで悩んでる 

保護者の方 

専門の相談員が対応します。 

まちの保健所 予約制 月２回 火曜日 

1 月 10 日 24 日 

10:30~11:30 

 

乳幼児とその保護者 

養護教諭の資格をもつ職員が対

応します。 

原田ファーム 

春からがんばってくれた畑は耕して空気を含ませ、雨や露、霜から水分をもらい静かに休んでいま

す。 

昨年のこの時期には苺を植えて、少し働き過ぎ次々と植える作物は植え付けのタイミングが遅れ豊

作と呼べるような収穫は得られませんでした。肥料が少なかったせいでもあります。この反省を基

に子ども達を誘って余裕をもたせて畑づくりをしていきたいです。 

          （堂本） 

子育て広場のご案内 

 


